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(3) S -Matrix 法によるシュレディンガ一方程式の計算を考案することにより，仮想的な reservoir との聞の散乱に
よってインコヒーレントなトンネル現象をモデル化するとともに，再結合散乱によるベース電流を解析モデルに取り
入れることに成功している。
(4) 共鳴トンネルトランジスタの特性に関し，ベース電流にともなうコレクタ電流の共鳴特性消失メカニズムを明らか
にするとともに，本研究による解析手法の有効性を明らかにしている。
(5) 多バンドを考慮した電子状態計算の高精度化に関して，原子軌道を基にしたタイトパインデ、ィングモデルの s­
Matrix 法による計算法を考案して，必要メモリを増加することなく計算上の発散を抑制し，計算誤差が大きいため
困難であった大きなヘテロ構造に適用することに成功している。
以上@ように，本論文は共鳴トンネルを利用した素子の解析手法を確立する上で多くの有用な知見を得ており，半導
体工学，電子工学に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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